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Ⅱ．研究開発の経緯

　平成１６年度～１８年度 　平成１９年度～２３年度 平成２４年度～２８年度

平成24年度～28年度
ユニット制を導入，目標管理を強化して，

創造性・独創性を高める教育課程と

その客観的な評価方法を研究するとともに，

英語で討論できる英語活用能力を備えた

国際的に活躍できる科学技術系人材の育成を

目指す。 

平成19～23年度
論理的思考力が高まり，

英語発表能力が身に付いた。

創造性・独創性の育成とその評価方法

英語討論能力の向上に課題を残した。 

平成16～18年度
興味関心が高まり，

科学的知識や探究能力が身に付いた。

論理的思考力と英語発表能力の向上に

課題を残した。

平成16年度にSSHの指定を受けて以来，地域の教育資源を活かして，フィールドワークや体験学習から探究型の学習につなげる教材を開発し，
国際的に活躍できる科学技術系人材の育成を目指して，研究開発してきた。

　国際的な場面を想定した実践的英語コミュニケーション能力を高め

る取組により，積極的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度

や，討論できる英語活用能力を育成することができる。

　海外研修において英語で研究発表や討論を行うことにより，国

際的な場面で活躍できる研究交流能力を高めることができる。

　国際研究交流を通して多様な価値観に触れることにより，広い

視野を持ち，今後の研究活動の意欲を高めることができる。

　行動力・実践力を持った科学技

術系人材の育成をするため，科学

に対する興味・関心を喚起し，論

理的思考力や創造性・独創性を高

め，発表や討論する能力を身に付

ける教育課程や指導法及び高大連

携の研究開発

　能登の豊かな自然の中での

フィールドワークを重視しなが

ら，事象を科学的に探究する論理

的思考力と創造性・独創性を育成

し，国際的な場面で研究交流する

ための教育課程や指導方法，及び

高大接続の在り方の研究開発

　国際的に活躍できる科学技術系人材を育成
するため，目標管理の強化により，論理的思
考力や創造性・独創性を高め，科学的探究力
と表現力を身に付ける教育課程，指導法，評
価方法及び小・中・高・大・産連携の在り方と
高大接続の研究開発

② 論理的思考力や創造性・独

創性を高める支援体制の研

究開発

③ 発表や討論する能力を身に

つける教育課程，支援体制

の研究開発

① 事象を科学的に探究する

論理的思考力と創造性・

独創性の育成

② 国際的な場面で研究交流

する英語活用能力の育成

③ 大学との連携を発展させた

高大接続の在り方の研究

① 目標管理の強化により，論理的思考力や創造

性・独創性を高め，科学的探究力と表現力を身

に付ける教育課程，指導法，評価方法の研究

② 国際的な場面で討論できる英語活用能力を育成

する教育課程，指導法の研究

　生徒にあらかじめ発表の場面と評価規準を提示することによ

り，学習のねらいを意識させ，探究活動への明確な動機を内発

的に持たせる。

　目標管理を強化し，ユニット毎に各取組の精選と改善を図るこ

とにより，論理的思考力や科学的探究力，表現力を身に付けさ

せることができる。

　第三者（大学，研究機関，保護者，産業界，同窓会等）の評価

を目標管理型で取り入れることにより，創造性・独創性を高め客

観的な評価を得ることができる。

　生徒が自己評価することにより，主体的な研究態度を育成す

るとともに，自立した研究者としての資質を育成できる。

　研究成果の普及活動を推進することにより，地域全体の理数

教育の質が向上するとともに，生徒の探究力や表現力の向上に

つながる。

　小・中・高・大・産連携の必要性を互いに認識し，各機関の連

携を円滑に繋ぐことで，生徒が間断のない探究活動を行うことが

できる。

　県内ＳＳＨ３校と県教委との共同研究により，高大接続の在り

方についての研究を推進できる。

③
地域の理数教育の質の向上に向けた効果的な

小・中・高・大・産連携の在り方と高大接続の

研究

【成果】

・ 科学に関する知識

・ 科学的分析力

・ 興味関心の高まり

・ 好奇心・探究心の高まり

・ 科学的に探究する能力

【課題】

・ 自主性の向上

【成果】

・ 最新科学に関する情報

・ 科学感の変容

・ 科学に取り組む姿勢の向上

【課題】

・ 論理的思考力の高まり

・ 科学系コンテストでの入賞

【成果】

・ 発表能力の向上

【課題】

・ 大学との連携の拡大

・ 研究成果の普通科への普及

・ 計画的英語学習プログラム

【成果】

・ 学習意欲の高まり

・ 研究に取り組む姿勢の向上

・ 課題発見能力の育成

・ 問題解決能力の育成

・ 論理的思考力の高まり

【課題】

・ 創造性・独創性と評価方法

【成果】

・ 英語発表能力の向上

・ 自主性・積極性の高まり

・ コミュニケーション能力

【課題】

・ 英語討論能力の向上

・ 共同研究の可能性の追求

【成果】

・ 高大接続への連携協議

【課題】

・ 小中学校への普及

・ ＳＳＨ以外の高校への普及

・ 産業界との連携

① 先端科学分野での体験活動

を重視し，身近な教育的資

源を活用した教育課程、指

導法の研究開発
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これまでの研究開発をさらに充実・発展させて，３つの柱で研究を推進していきます。

SSH事業で研究開発してきた課題研究などの探究型の授業を，
普通科においても展開します。

海外研究交流の指導の充実を図ります。相互に開催している「研究
発表会」に向けて，英語で事前にお互いの研究について学習しあうこ
とにより，その効果を一層高めます。

学校設定教科・科目や取組ごとに，「ユニット」制を導入します。
「ユニット」とは事前学習から発表までの一連の研究の流れを指します。
「ユニット」の中で，論理的思考力を高め，科学的探究力と表現力を身
に付けます。

ユニット制の導入 

国際的に活躍できる科学技術系人材を育成するため，目標管理の強化により， 

論理的思考力や創造性・独創性を高め，科学的探究力と表現力を身に付ける 

教育課程，指導法，評価方法及び小・中・高・大・産連携の在り方と高大接続の研究開発。 

研究開発課題 

英語活用能力の強化 

次のユニットへ

フィールドワーク 
講義 

 

発表・評
フ

ユニット 

人 間 環 境 

国 

際 

研 

究 

交 

流 

シンガポール 

海外研修 

ス
ピ
ー
ク
サ
イ
エ
ン
ス 

スピーチ 

コンテスト 

〈１年〉

〈２年〉

フロンティアサイエンスⅢ

スーパー数学ゼミ 

七高アカデミア 

マリンサイエンス

フロンティアサイエンスⅡ

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ 

フロンティアサイエンスⅠ

〈３年〉

〈２年〉

〈１年〉

目標管理の強化により ，論理的

思考力や創造性・独創性を高め，科

学的探究力と表現力を身に付ける教

育課程，指導法，評価方法の研究 

あらかじめ発表の場面を設定し，生徒に対して評価規準を明らか
にすることによって，身に付ける力を提示します。

適切な評価 

ユニット１ 
ユニット２ 

ユニット３ 
ユニット４ 

創造性・独創性の高まり 

目標管理 

海外の高校生来校 

サイエンスダイアログ 

事前指導 

◆データ交換 

◆メールでの連絡 

◆事前実験 

◆翻訳 

◆想定問答 

普通科への拡大 

ユニットを積み重ねていく中で，創造性や独創性を高めます。

目標管理の強化 

シンガポール海外研修 
事後指導 

 

◆事後実験 

◆共同研究 

◆発表・普及活動 

４～５回で１ユニットを展開し，目標管理型で積み上げていきま
す。評価の際には，次のユニットの向上につながるような適切な評
価方法を研究開発します。

評価の場面を適切に設定し，多様な評価を行います。

Ⅲ. 研究開発の内容 

七尾高校 
SSH事業 

生徒 

教員 保護者 

学校評議員 

学校関係者 

評価委員会 

運営指導委員会 

成果発表会 

〈教員〉 高大連携の研究 

授業研究会 〈小中高〉

〈生徒〉 各種研究発表会 

理数科学教室 

サイエンスショー 

学会での発表 

科学系コンテスト 

産業界から学ぶ 

(2) 国際的な場面で討論できる英

語活用能力を育成する教育課程，

(3) 地域の理数教育の質の向上に

向けた効果的な小・中・高・大・

小・中学校 

連携先大学 

研究機関 

産業界 

ユニット制の導入と目標管理の強化 討論できる英語活用能力の強化 地域の理数教育の質の向上 

国際的に活躍できる科学技術系人材の育成 

同窓会 
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